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① 8.74 14.94 - - - 67.92 60 50 58.11 60 50
② 8.74 12.70 20.00 10 100 20.00 10 100 19.10 40 33
③ 7.72 13.64 27.83 80 42 73.36 80 83 88.56 80 83
④ 8.59 12.68 29.62 80 6 76.42 100 30 78.87 100 30










佐野 淳之 1 
 
Some notes on the Forest Division of Field Science Center, Tottori University 
 
Junji Sano 1 
 
1 鳥取大学農学部森林生態系管理学分野（〒680-8553 鳥取市湖山町南4-101） 























 研究資料 Research Notes 
広葉樹研究（Hardwood Research）No.17 : 33 - 42, 2018
33
 I. はじめに 









































図２ FSCパンフレットの表紙 2005年 5月 
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図３ 蒜山のジャングルジム 2003年 5月 2日 
 


































































図３ 蒜山のジャングルジム 2003年 5月 2日 
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終わりに 
 大学の森は研究、教育、地域貢献の舞台として
今後とも重要な役割を担っていくだろう。森林が
木材供給の場としてだけでなく、環境保全、水源
涵養、生物多様性維持などの公益的機能発揮の場
としても重要であり、これらを認識してもらうた
めの教育の場としても重要である。学生のときか
ら大学の森に関わって 40 年以上、鳥取大学の森
と関わってからも 20 年以上が経過した。これま
で、鳥取大学をはじめとする多くの教員、技術職
員、事務職員の方々、学生および大学院生諸氏、
それぞれの森の地域の方々、森林教室や森林研修、
様々な実習や演習に参加してくださった方々、環
境省、鳥取県、岡山県、鳥取市、倉吉市、真庭市、
三朝町、伯耆町など、多くの方々にお世話になり
ながら様々な活動をすることができた。森ととも
に生き、森で遊び、森から教わったことを、これ
からの人間社会や地球環境のために還元してい
きたいと思っている。森と人に感謝である。 
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